第６章　社会参加の現状とニーズ
１．外出

（１）外出の状況

外出の状況については、「ほぼ毎日」と「週３～４回」、「週１～２回」を合わせた《週１回以上》は、概ね60％以上となっています。また、「年に数回」と「ほとんど外出しない」を合わせると、概ね10％台となっています。

図表６－１　外出の状況
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身体障がい （n=1,468）

視覚障がい （n=  167）

聴覚等障がい（n=  159）

言語等障がい（n=   52）

肢体不自由 （n=  504）

内部障がい （n=  586）

知的障がい （n=  244）

精神障がい （n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持 （n=   35）

ほぼ毎日 週３～４回 週１～２回

月１～２回 年に数回 ほとんど外出しない

無回答

障がい者

年齢別にみると、《週１回以上》は、概ね年齢が高いほど低い傾向にあります。
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15歳以上 （n= 72）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

ほぼ毎日 週３～４回 週１～２回

月１～２回 年に数回 ほとんど外出しない

無回答

障
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別

年
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別


障がいのある児童では、「ほぼ毎日」と「週３～４回」、「週１～２回」を合わせた《週１回以上》は80％以上となっています。
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徒歩

自転車

車いす

電車

バス

タクシー

自家用車（自分で運転）

自家用車（乗せてもらう）

バイク

その他

無回答

身体障がい（n=1,468）

知的障がい（n=  244）

精神障がい（n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持（n=   35）

障がい児
（２）外出時の移動手段

外出時の移動手段としては、身体・知的障がいのある人では「自家用車（乗せてもらう）」、精神に障がいのある人と手帳未所持者では「徒歩」、指定難病患者では「自家用車（自分で運転）」が、それぞれ最も高くなっています。

図表６－２　外出時の移動手段（複数回答）
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車いす

電車

バス

タクシー

自家用車（自分で運転）

自家用車（乗せてもらう）

バイク

その他

無回答

視覚障がい （n=167）

聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52）

肢体不自由 （n=504）

内部障がい （n=586）

障がい者

身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみると、視覚・聴覚等障がいのある人では「徒歩」、言語等・内部障がいのある人では「自家用車（自分で運転）」が最も高くなっています。
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徒歩

自転車

車いす

電車

バス

タクシー

自家用車（乗せてもらう）

その他

無回答

障がい児 （n=414）

５歳以下（n= 80）

６～11歳（n=165）

12～14歳（n= 79）

15歳以上（n= 72）


単位：％

	区
分
	徒歩
	自転車
	車いす
	電車
	バス
	タクシー
	自家用車（自分で運転）
	自家用車（乗せてもらう）
	バイク
	その他
	無回答

	身体障がい
	18～39歳（n=  138）
	40.6
	15.2
	19.6
	21.7
	28.3
	7.2
	27.5
	63.0
	-
	1.4
	2.9

	
	40～64歳（n=  275）
	36.0
	15.3
	7.6
	13.1
	24.7
	14.2
	51.3
	30.2
	1.5
	2.5
	4.4

	
	65歳以上（n=1,015）
	26.4
	13.4
	8.0
	4.6
	15.1
	15.5
	26.3
	42.1
	0.4
	5.2
	5.7

	知的障がい
	18～39歳（n= 144）
	43.8
	22.2
	5.6
	19.4
	36.1
	2.1
	10.4
	65.3
	0.7
	3.5
	5.6

	
	40～64歳（n=   79）
	34.2
	34.2
	1.3
	13.9
	35.4
	7.6
	5.1
	43.0
	-
	2.5
	6.3

	
	65歳以上（n=   19）
	57.9
	21.1
	-
	-
	26.3
	10.5
	-
	47.4
	-
	5.3
	5.3

	精神障がい
	18～39歳（n=   53）
	43.4
	30.2
	-
	20.8
	32.1
	-
	39.6
	32.1
	-
	-
	-

	
	40～64歳（n=  126）
	42.1
	30.2
	0.8
	13.5
	31.7
	13.5
	32.5
	36.5
	1.6
	0.8
	2.4

	
	65歳以上（n=   47）
	23.4
	17.0
	8.5
	2.1
	27.7
	17.0
	10.6
	42.6
	-
	8.5
	8.5

	指定難病
	18～39歳（n=   20）
	35.0
	15.0
	5.0
	5.0
	25.0
	5.0
	65.0
	35.0
	-
	-
	-

	
	40～64歳（n=   89）
	37.1
	16.9
	1.1
	13.5
	12.4
	5.6
	79.8
	28.1
	1.1
	-
	1.1

	
	65歳以上（n=  155）
	20.6
	14.8
	10.3
	4.5
	11.6
	13.5
	38.7
	43.9
	0.6
	1.3
	4.5

	手帳未所持
	18～39歳（n=   14）
	57.1
	50.0
	-
	14.3
	28.6
	-
	42.9
	50.0
	-
	-
	-

	
	40～64歳（n=   18）
	38.9
	27.8
	5.6
	33.3
	33.3
	-
	38.9
	33.3
	-
	-
	5.6


障がいのある児童では、「自家用車（乗せてもらう）」が非常に高いほか、「徒歩」や「自転車」も比較的高くなっています。
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無回答

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

障がい児
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バス・電車などの便が悪い

バス・電車などが容易に利用できるよう改良

されていない .

乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段などのバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーションがとれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわからない

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=1,468）

知的障がい（n=  244）

精神障がい（n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持（n=   35）


（３）外出における困りごと

外出における困りごとについてたずねたところ、いずれも「特にない」が最も高くなっています。これ以外の具体的な選択項目の中では、身体に障がいのある人で「道路の段差や施設の階段などのバリアが多い」、知的障がいのある人で「まわりとのコニュニケーションがとれない」、精神に障がいのある人と手帳未所持者で「交通費の負担が大きい」、指定難病患者で「バス・電車などの便が悪い」が最も高くなっています。

図表６－３　外出における困りごと（複数回答）
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乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段などのバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーションがとれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわからない

特にない

その他

無回答

視覚障がい （n=167）

聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52）

肢体不自由 （n=504）

内部障がい （n=586）

障がい者

身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみると、聴覚等・言語等障がいのある人では「まわりとのコニュニケーションがとれない」、内部障がいのある人では「バス・電車などの便が悪い」が最も高くなっています。
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乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段などのバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーションがとれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわからない

特にない

その他

無回答

障がい児 （n=414）

５歳以下（n= 80）

６～11歳（n=165）

12～14歳（n= 79）

15歳以上（n= 72）


単位：％

	区
分
	バス・電車などの便が悪い
	バス・電車などが容易に利用できるよう改良されていない
	乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい
	道路の段差や施設の階段などのバリアが多い
	車などに危険を感じる
	支援者がいない
	まわりとのコニュニケーションがとれない
	交通費の負担が大きい
	ほとんど外出しないのでわからない
	特にない
	その他
	無回答

	身体障がい
	18～39歳（n=  138）
	21.7
	18.1
	10.1
	25.4
	15.2
	5.1
	10.9
	16.7
	4.3
	28.3
	2.9
	7.2

	
	40～64歳（n=  275）
	17.1
	9.1
	7.3
	17.5
	11.6
	4.4
	6.5
	19.6
	4.4
	36.0
	5.5
	9.5

	
	65歳以上（n=1,015）
	12.2
	6.2
	4.4
	13.9
	10.7
	4.8
	4.4
	10.5
	13.9
	31.9
	3.5
	15.1

	知的障がい
	18～39歳（n= 144）
	16.7
	7.6
	9.7
	7.6
	18.8
	9.7
	20.8
	13.9
	4.9
	26.4
	5.6
	14.6

	
	40～64歳（n=   79）
	11.4
	2.5
	3.8
	1.3
	10.1
	5.1
	16.5
	11.4
	12.7
	31.6
	2.5
	16.5

	
	65歳以上（n=   19）
	15.8
	-
	10.5
	-
	15.8
	5.3
	15.8
	5.3
	21.1
	26.3
	-
	21.1

	精神障がい
	18～39歳（n=   53）
	26.4
	9.4
	5.7
	-
	18.9
	1.9
	9.4
	37.7
	1.9
	39.6
	11.3
	5.7

	
	40～64歳（n=  126）
	19.0
	9.5
	6.3
	4.0
	14.3
	4.0
	12.7
	20.6
	8.7
	33.3
	5.6
	7.9

	
	65歳以上（n=   47）
	12.8
	4.3
	8.5
	6.4
	14.9
	14.9
	10.6
	17.0
	29.8
	21.3
	12.8
	10.6

	指定難病
	18～39歳（n=   20）
	20.0
	-
	-
	5.0
	5.0
	5.0
	-
	10.0
	5.0
	60.0
	-
	10.0

	
	40～64歳（n=   89）
	11.2
	5.6
	4.5
	10.1
	10.1
	3.4
	1.1
	7.9
	-
	66.3
	3.4
	5.6

	
	65歳以上（n=  155）
	16.1
	3.2
	5.8
	12.3
	8.4
	2.6
	0.6
	11.6
	9.0
	33.5
	5.8
	13.5

	手帳未所持
	18～39歳（n=   14）
	-
	-
	-
	-
	7.1
	7.1
	7.1
	21.4
	14.3
	50.0
	7.1
	7.1

	
	40～64歳（n=   18）
	22.2
	-
	5.6
	5.6
	11.1
	5.6
	5.6
	22.2
	-
	33.3
	5.6
	16.7


障がいのある児童でも、「特にない」が最も高くなっています。これ以外の具体的な選択項目の中では、「車などに危険を感じる」が最も高く、「まわりとのコニュニケーションがとれない」も比較的高くなっています。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス・電車などの便が悪い

バス・電車などが容易に利用できるよう改良

されていない .

乗物や公共的施設の案内表示がわかりにくい

道路の段差や施設の階段などのバリアが多い

車などに危険を感じる

支援者がいない

まわりとのコニュニケーションがとれない

交通費の負担が大きい

ほとんど外出しないのでわからない

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

障がい児
障がい別にみると、身体に障がいのある児童では「道路の段差や施設の階段などのバリアが多い」、知的・精神に障がいのある児童では「まわりとのコニュニケーションがとれない」が最も高くなっています。

[image: image11.emf]18.6 

31.9 

7.3 

10.0 

33.3 

4.2 

4.2 

5.5 

31.1 

26.4 

36.4 

60.0 

37.5 

18.2 

20.4 

13.9 

27.3 

37.5 

45.5 

33.3 

21.0 

18.1 

18.2 

20.0 

25.0 

36.4 

33.3 

4.8 

5.6 

5.5 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

視覚障がい （n=167）

１ 級 （n= 72）

２ 級 （n= 55）

３ 級 （n= 10）

４ 級 （n=  8）

５ 級 （n= 11）

６ 級 （n=  3）

利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

わからない 無回答


「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・一人で白杖を使用して外出することは難しい

・家族に世話をかける

・点字ブロックの上に人がいたり、物があったりする

・点字ブロックの上方に屋根の庇など障害物がある

・音の鳴らない横断歩道が怖い
・歩道を自転車でスピードを出して走っている人に危険を感じる

・電車に乗るとき、ホームに扉がないので怖い

・バスの運転手の案内が不親切である

・駐車場が遠く、降車後の車が危険

・家族と外出できるよう、車いす対応の車の購入等の支援を手厚くしてほしい

・電気自動車やハイブリッド車は走行音が聞こえないため、目の前に来るまでわからず、雨天時は外音が聞こえなくなるため怖い

・雨の日の外出

・駅構内のアナウンスがわからない。電車が止まったときの状況説明のアナウンスがわからない

・緊急車両への反応が遅れる

・現在の状況ならではであるが、マスクで表情や口が見えず、また話も聞きづらいため、会話がしづらい
・自分一人で目的地に行くことができない

・ガソリン代の負担が大きくなった

・バス停まで行くのに時間がかかる
・バス停までバリアだらけで車いすで行けない

・市民文化センターのバリアフリーが悪い

・ＪＲ岐阜駅は車いすが使いにくい

・周りのスピードに合わせられない

・車への乗り降り

・駐車場が狭いところがある(ドアが開けにくい)

・同居者以外が車いす対応の自動車を購入しても補助がない

・介護タクシーが平日昼間のみのため、休日、夜間に病院等へ移動できない

・買い物をした後の階段がつらい

・階段等の段差のところに手すりがほしい

・外出時は常に介助が必要なので、一人では外出できない

・車いすで入れるトイレが少なすぎること

・トイレの設備が整っていない(ベッド等)

・駅など休憩する所がない

・バス停が遠い

・足が悪いため、バスに乗りたくても乗れない

・運賃の価格がわかりにくい

・車に乗せてくれる人がいないと困る
・支援者がいないと困る。誰かがいないと外に出られない
・身体の調子が悪いので一人では買物もいけない

・偏見をもって見られること

・コロナで外出できない

	知的障がい
	・声を出すと周りの人がジロジロ見る

・周りの人の理解

・案内人がいない

・一人で外出できない

・歩くのに困難のため

・事業所付近くらいはバスが通ってほしい

・コロナウイルスが蔓延している

・感染症対策が難しいこと


	区　　分
	主な内容

	精神障がい
	・ヘルプマークの浸透度が低い

・健常者が障害者スペースに駐車しているので、困ることが多い
・岐阜バス、ＪＲ、名鉄など無料ではない

・レンタルサイクルを無料にしてほしい
・タクシー支援が岐阜は少ない

・ガソリンが高い

・お金がかかる

・自転車なので車が怖い
・道が狭い場所が多い気がする(駐車場も)

・バスが時間どおりに運行されないことが多い

・バス・電車などで座れない

・バスの時間帯の幅が狭い、少ない

・歩けないので、デイサービス以外はどこにも行けない

・一人で行動できない

・人が怖い
・いつも家族と一緒なので、本当のところがよくわからない

・コロナで外出できない

	指定難病
	・買い物をする場所が近所にない

・車の駐車場の場所が遠い場合
・障害者用の駐車場が少なく、明らかに健康な人が止めていて利用できないことがある
・医者に行くのに自家用車では大変(車いすなので)

・病院などの通院で、連れていってくれる人が、体調を崩したりしたときに、タクシーなどを使うとお金がかかる

・電車で座ることがなかなかできない。バスも優先席に健常者の人が座ってしまう。

・徒歩で外出のとき、自転車に危険を感じる

	手帳未所持
	・自転車のマナー

・運転が怖い

・バス等の運転士で態度が悪い方がいるので、教育をきちんと行ってほしい

	障がい児
	・点字ブロック、音響信号を増やしてほしい

・音声情報だけでなく文字情報でもわかるようにしてほしい

・情報保障が不足している、されていない

・酸素ボンベなど荷物が多くなってしまうこと
・大きいベッドが置いてある障がい者用トイレがない

・歩道の整備がされていなくて近所ですら車いすで行けない

・障害者用駐車場が少ない、または、どう見ても違うというような人や車が止めていて利用できない

・騒ぐので周りの目が気になる、公共交通機関は利用するのに勇気がいる

・運転手とか人の反応が怖くて利用しにくい

・一人で公共交通機関を使用できるか心配である

・一人では外出は無理

・不安が強く、日によっては外出が難しいことがある

・慣れない場所へ友だちと遊びに行くと、帰り道がわからなくなったことがあり、一人または友だちと外出させることが心配


２．外出支援サービス

（１）同行援護等

視覚障がいのある人が外出した際に移動の介護などの支援を受ける同行援護（区分２以上）または移動支援の利用状況等について、「利用している」は18.6％となっています。一方、「利用したことはないが、今後利用したい」が31.1％となっています。
図表６－４　同行援護等の利用状況等
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

知的障がい （n=244）

Ａ （n=  4）

Ａ １ （n= 48）

Ａ ２ （n= 43）

Ｂ １ （n= 76）

Ｂ ２ （n= 57）

精神障がい （n=228）

１ 級 （n= 56）

２ 級 （n=129）

３ 級 （n= 38）

利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

わからない 無回答

障がい者

（２）行動援護等

知的・精神に障がいのある人が外出した際の移動の介護や危険を避けるための援護などの支援を受ける行動援護（区分３以上）または移動支援の利用状況等について、「利用している」は、知的障がいのある人では9.0％、精神に障がいのある人では5.3％にとどまっています。一方、「利用したことはないが、今後利用したい」は、知的障がいのある人で23.8％、精神に障がいのある人で18.4％となっています。
等級別にみると、「利用している」は、いずれも重度ほど高い傾向にあります。

図表６－５　行動援護等の利用状況等
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身体障がい （n=1,090）

肢体不自由（n=  504）

内部障がい（n=  586）

１ 級 （n=  401）

２ 級 （n=  130）

３ 級 （n=  257）

４ 級 （n=  186）

５ 級 （n=   49）

６ 級 （n=   14）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持 （n=   35）

利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

わからない 無回答

障がい者

（３）移動支援

このほか、外出した際に移動の介護などの支援を受ける移動支援の利用状況等について、「利用している」は、肢体不自由者で6.9％、内部障がいのある人で5.3％、指定難病患者で3.7％にとどまっています。一方、「利用したことはないが、今後利用したい」は、肢体不自由者で18.7％、内部障がいのある人で32.3％、指定難病患者で21.7％、手帳未所持者で2.9％となっています。
身体に障がいのある人について等級別にみると、「利用している」は、重度ほど高い傾向にあります。
図表６－６　移動支援の利用状況等
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障 が い 児 （n=414）

５歳以下 （n= 80）

６～11歳 （n=165）

12～14歳 （n= 79）

15歳以上 （n= 72）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

わからない 無回答

障

が

い

別

年

齢

別

障がい者

障がいのある児童では、「利用している」が1.2％とわずかとなっています。一方、「利用したことはないが、今後利用したい」は19.8％となっています。
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コンサート・映画鑑賞、スポーツ観戦等

スポーツ・レクリエーション活動

キャンプ・つり等

旅行

文化芸術活動（絵画、作品制作等）

学習活動

趣味の同好会活動

ボランティア等の社会活動

自治会・地域活動

障がい者団体活動など仲間とのふれあい

特にない

その他

無回答

身体障がい

（n=1,468）

知的障がい

（n=  244）

精神障がい

（n=  228）

指定難病

（n=  272）

手帳未所持

（n=   35）

障がい児
３．社会活動

（１）この１年間の活動状況

最近１年間の活動状況についてたずねたところ、身体に障がいのある人以外は「コンサートや映画の鑑賞、スポーツ等の観戦」が最も高くなっています。身体に障がいのある人は、「特にない」が最も高く、これ以外の具体的な選択項目の中では、「旅行」が最も高くなっています。

図表６－７　この１年間にした活動（複数回答）
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特にない

その他

無回答

視覚障がい

（n=167）

聴覚等障がい

（n=159）

言語等障がい

（n= 52）

肢体不自由

（n=504）

内部障がい

（n=586）

障がい者

身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみても、「特にない」を除き、いずれも「旅行」が最も高くなっています。
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その他

無回答

障 が い 児 （n=414）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）
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小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）


障がいのある児童では、「旅行」が50％を超えて最も高いほか、「スポーツ・レクリエーション活動」と「学習活動」も40％以上と比較的高くなっています。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

コンサート・映画鑑賞、スポーツ観戦等

スポーツ・レクリエーション活動

キャンプ・つり等

旅行

文化芸術活動（絵画、作品制作等）

学習活動

趣味の同好会活動

ボランティア等の社会活動

自治会・地域活動

障がい者団体活動など仲間とのふれあい

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=1,468）

知的障がい（n=  244）

精神障がい（n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持（n=   35）

障がい児
（２）週１回以上した活動

最近１年間に週１回以上したの活動についてたずねたところ、「無回答」が概ね70％を占め、具体的な選択項目の割合はわずかとなっています。

図表６－８　週１回以上した活動（複数回答）
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スポーツ・レクリエーション活動
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文化芸術活動（絵画、作品制作等）
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趣味の同好会活動

ボランティア等の社会活動

自治会・地域活動

障がい者団体活動など仲間とのふれあい

特にない

その他

無回答

障 が い 児 （n=414）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

障がい者

障がいのある児童では、「無回答」60％程度あるものの、「学習活動」と「スポーツ・レクリエーション活動」が、それぞれ20％程度あります。
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コンサート・映画鑑賞、スポーツ観戦等

スポーツ・レクリエーション活動

キャンプ・つり等

旅行

文化芸術活動（絵画、作品制作等）

学習活動

趣味の同好会活動

ボランティア等の社会活動

自治会・地域活動

障がい者団体活動など仲間とのふれあい

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=1,468）

知的障がい（n=  244）

精神障がい（n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持（n=   35）

障がい児
（３）今後の活動意向

今後の活動意向についてたずねたところ、この１年間にした活動と同様に、「旅行」、「コンサートや映画の鑑賞、スポーツ等の観戦」が比較的高くなっています。

図表６－９　今後したい活動（複数回答）
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コンサート・映画鑑賞、スポーツ観戦等

スポーツ・レクリエーション活動

キャンプ・つり等

旅行

文化芸術活動（絵画、作品制作等）

学習活動

趣味の同好会活動

ボランティア等の社会活動

自治会・地域活動

障がい者団体活動など仲間とのふれあい

特にない

その他

無回答

障 が い 児 （n=414）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

障がい者

身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみても、この１年間にした活動と同様に、「旅行」が最も高くなっています。
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と提供 .

参加しやすさへの配慮

利用しやすい施設への改善

家族の協力

移動手段の確保

参加を補助するボランティアの育成

活動したいと思わない

その他

無回答

身体障がい

（n=1,468）

知的障がい

（n=  244）

精神障がい

（n=  228）

指定難病

（n=  272）

手帳未所持

（n=   35）


障がいのある児童も同様に、「旅行」が最も高いほか、「コンサートや映画の鑑賞、スポーツ等の観戦」や「キャンプ・つり等」などが比較的に高くなっています。
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身体障がい （n=1,468）

視覚障がい （n=  167）

聴覚等障がい（n=  159）

言語等障がい（n=   52）

肢体不自由 （n=  504）

内部障がい （n=  586）

知的障がい （n=  244）

精神障がい （n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持 （n=   35）

困った時には何でも助け合える程度 簡単な頼みごとならできる程度

顔を合せれば、世間話をする程度 顔を合せれば、あいさつをする程度

ほとんどつきあいはない 無回答

障がい児
（４）障がいのある人が活動に参加するための環境づくり

こうした活動に障がいのある人が積極的に参加するために必要なことについてたずねたところ、いずれも「参加しやすさへの配慮」が最も高くなっています。これと「大会や発表会等に参加できる活動場所の確保と提供」、「移動手段の確保」では手帳未所持者、「参加を補助するボランティアの育成」では知的障がいのある人が、ほかの障がい等に比べて高くなっています。
図表６－10　障がいのある人が活動に参加するために必要なこと（複数回答）
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ことができること .

「お互い様」という意識を持ちながら、見守り

合い、助け合えること .

自治会活動、清掃活動など、自分たちのまちを

大切にすること .

避難訓練への参加など防災活動に協力すること

防犯活動に協力すること

地域文化を共同で守っていくこと

自然環境や社会環境を守っていくこと

大切とは思わない

その他

無回答

身体障がい

（n=1,468）

知的障がい

（n=  244）

精神障がい

（n=  228）

指定難病

（n=  272）

手帳未所持

（n=   35）

障がい者

身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみると、聴覚等障がいのある人では「活動したいとは思わない」が最も高くなっていますが、これ以外の具体的な選択項目の中では、「参加しやすさへの配慮」が最も高くなっています。
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人と人がふれあうことで人間らしい生活を送る

ことができること .

「お互い様」という意識を持ちながら、見守り

合い、助け合えること .

自治会活動、清掃活動など、自分たちのまちを

大切にすること .

避難訓練への参加など防災活動に協力すること

防犯活動に協力すること

地域文化を共同で守っていくこと

自然環境や社会環境を守っていくこと

大切とは思わない

その他

無回答

視覚障がい

（n=167）

聴覚等障がい

（n=159）

言語等障がい

（n= 52）

肢体不自由

（n=504）

内部障がい

（n=586）


障がいのある児童でも、「参加しやすさへの配慮」が最も高く、次いで、「家族の協力」、「参加を補助するボランティアの育成」、「利用しやすい施設への改善」の順となっています。
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人と人がふれあうことで人間らしい生活を送る

ことができること .

「お互い様」という意識を持ちながら、見守り

合い、助け合えること .

自治会活動、清掃活動など、自分たちのまちを

大切にすること .

避難訓練への参加など防災活動に協力すること

防犯活動に協力すること

地域文化を共同で守っていくこと

自然環境や社会環境を守っていくこと

大切とは思わない

その他

無回答

障 が い 児 （n=414）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

障がい児
「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・わかりやすく情報発信する

・イベントの案内、告知が必要

・気軽にやってみようと思えるチラシとか、内容とか、目に触れるようにアピール

・できることで気軽に参加できるムード

・コミュニケーション支援

・体育館やコミセン等、反響する場所では聴覚障がい者は参加しにくい

・本人の意欲

・自分の体力をつける
・ヘルパーや看護師さんを長時間、外出できるようにしてほしい

・医療スタッフの協力

・年齢制限はなしとすること

・トイレを多く
・わからない

	知的障がい
	・活動そのものを伝えてほしい

・たよりでスポーツやレクの年間予定を教えてほしい

・ライブ(コンサート)イベント等の継続

・達成感、感謝してもらえる社会参加

・障害の程度に、軽度と重度をわける

・口頭で言われてもわからない(親でも)。スケジュールの絵カード、やり方の絵カード等ほしい

・よくわからない

	精神障がい
	・情報がない

・資料とか提案してくれる所

・何をいつどこでやっているのか、わかりやすく情報が得られること(大人の発達障害の当事者会などがあるかないかなど)

・費用の援助

・体育館などを借りようとしたときに、参加費を取るなら、営利目的になるから、ダメと言われた。障害者スポーツ普及のために改善してほしい

・自治会費を無料にする制度

・映画代など無料にする制度
・わからない

	指定難病
	・情報が障害者に届くように

	障がい児
	・参加の情報提供がほしい

・参加しやすさへの配慮をチラシやホームページで前もって伝えてほしい

・障がい者に対する周知

・障がいがない人たちの理解

・周囲の理解

・釣り、陶芸など、興味がもてそうな内容を用意、低価格で設定、近い場所、行き帰りの同行、参加中もよい距離感で支援してもらえること

・移動支援や行動援護できるヘルパーの育成と雇用、利用条件の緩和（習い事では利用できないといった合理性に欠ける条件はなくしてほしい）

・障がいのある方のための活動だけでなく、一般の方と同じ空間で活動できるようにしたい

・その子その子のできる活動の大会

・多少有料であっても補助があるとよい

・家族への支援

・わからない


４．地域活動

（１）近所つきあいの状況

近所つきあいの状況については、手帳未所持者以外では、「顔を合せれば、あいさつをする程度」が最も高くなっています。手帳未所持者では、「ほとんどつきあいはない」が最も高く、このほか、知的・精神に障がいのある人でも「ほとんどつきあいはない」が30％を超えています。

図表６－11　近所つきあいの状況
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情報の入手手段

避難時の支援者

避難経路の確認

避難生活の場の確保

コミュニケーション手段

プライバシーの確保手段

食料や飲料

電源や燃料等

トイレ

補装具や日常生活用具

薬や医療

特にしていない

わからない

その他

無回答

視覚障がい （n=167）

聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52）

肢体不自由 （n=504）

内部障がい （n=586）

障がい者

障がいのある児童でも、「顔を合せれば、あいさつをする程度」が最も高く、50％を超えており、「ほとんどつきあいはない」は20％弱となっています。障がい別にみても、いずれも「顔を合せれば、あいさつをする程度」が50％以上を占めています。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

つきあいのある人がいなくて孤独

つきあいのある人が少ない

人間関係が希薄

コミュニケーションがうまく取れない

障がいについて理解してもらいにくい

関係が深くてつきあいに疲れる

その他

無回答

身体障がい

（n=1,468）

知的障がい

（n=  244）

精神障がい

（n=  228）

指定難病

（n=  272）

手帳未所持

（n=   35）

障がい児
（２）近所つきあいにおける困りごと

近所つきあいにおける困りごとについてたずねたところ、身体・精神に障がいのある人と指定難病患者では「つきあいのある人が少ない」、知的障がいのある人では「コミュニケーションがうまく取れない」、手帳未所持者では「人間関係が希薄」が、それぞれ最も高くなっています。

図表６－12　近所つきあいにおける困りごと（複数回答）
[image: image29.emf]3.1 

4.9 

3.1 

4.3 

2.0 

7.5 

7.0 

5.2 

2.2 

4.3 

13.1 

10.4 

11.9 

12.5 

6.7 

50.0 

13.0 

11.1 

56.3 

54.5 

55.2 

57.8 

50.0 

60.9 

52.5 

18.6 

18.9 

20.3 

33.3 

8.7 

14.1 

4.1 

2.8 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

障 が い 児 （n=414）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

困った時には何でも助け合える程度 簡単な頼みごとならできる程度

顔を合せれば、世間話をする程度 顔を合せれば、あいさつをする程度

ほとんどつきあいはない 無回答

障

が

い

別

障がい者

身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみると、「コミュニケーションがうまく取れない」では聴覚等障がいのある人がほかの障がい等に比べて高くなっています。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

大会や発表会等に参加できる活動場所の確保

と提供 .

参加しやすさへの配慮

利用しやすい施設への改善

家族の協力

移動手段の確保

参加を補助するボランティアの育成

活動したい

と思わない

その他

無回答

障 が い 児 （n=414）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）


障がいのある児童では、「つきあいのある人が少ない」が最も高くなっています。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報の入手手段

避難時の支援者

避難経路の確認

避難生活の場の確保

コミュニケーション手段

プライバシーの確保手段

食料や飲料

電源や燃料等

トイレ

補装具や日常生活用具

薬や医療

特にしていない

わからない

その他

無回答

身体障がい（n=1,468）

知的障がい（n=  244）

精神障がい（n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持（n=   35）

障がい児
「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・隣に異常な人がいるので自由ではない

・家族が近所つきあいをしているので、困ったことは特にない

・毎日仕事などに行っているため、近所の人とのつきあいはあまりなく、家族がしている
・日中仕事に行っていて、周りは留守がちの家が多い

・境界問題でもめている

・嫌いな人がいる

・いじわるをされる

・こちらからあいさつしても無視される

・ストレスがたまるからつきあわない

・つきあえる人がいない

・外見からわかりづらい障害のため

・自治会が嫌

・自治会がない

・一切ない
・特になし

	知的障がい
	・人の悪口がすごくて、つきあえない

・仕事をしているから、暇がない

・特になし

	精神障がい
	・あることないこと聞いてくる

・隣の人が、夜、騒いで困っている

・嫌がらせをする人がいる

・郵便ポストを勝手にさわる人がいる

・ゴミ置場に違反ゴミを放置する人がいる

・引っ越しの挨拶がない

・すれ違っても、あいさつをしない人が多い

・あいさつしても、返事をしてもらえない

・強制的なことがないと、下手に会話できない。あいさつ以上のことを話すと、急に距離を詰めてきたな的な感じで怖がられそう(変な人だと思われたくない)

・つきあい方がわからないし、つかれる

・高齢者ばかりで、助け合いはできない

・障害について、話していない

・障害について打ち明けて、配慮をお願いしたら、他の人も大変なのに、特別はできないと言われた

・町内会の役など重い

・特になし

	指定難病
	・自然と人間関係が互いに希薄になっていく
・今はコロナでつきあいも自粛している

・無意味な活動が多い（町内会）

・特になし

	手帳未所持
	・親がしているので、必要としなくても生活できている

・自分の今について話したくない
・特になし

	障がい児
	・騒音のクレームを受ける

・子がパニックになったりして大きな声を出したりするので、ばつが悪く関係を積極的に築けない

・近所の家族をじっと見ている男性がいて怖い
・嫌な人がいるから迷惑している

・同世代の中のいい人がいない

・困ったとき、頼れないと思う

・特になし


（３）近所つきあいの必要性

近所つきあいの必要性についてたずねたところ、いずれも「「お互い様」という意識を持ちながら、見守り合い、助け合えること」が最も高く、次いで、「人と人がふれあうことで人間らしい生活を送ることができること」となっています。

図表６－13　近所つきあいの必要性（複数回答）
[image: image32.emf]1.4 

1.3 

1.9 

5.9 

2.2 

1.9 

3.8 

3.8 

3.8 

11.8 

6.5 

3.7 

3.3 

2.5 

5.8 

8.7 

1.9 

4.4 

33.2 

30.2 

42.3 

11.8 

37.0 

48.1 

31.1 

27.8 

18.0 

15.1 

26.9 

17.6 

6.5 

18.5 

22.2 

27.8 

1.4 

1.3 

1.9 

5.9 

2.2 

1.9 

22.7 

26.4 

11.5 

29.4 

17.4 

18.5 

22.2 

100.0 
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16.1 
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5.8 

17.6 

19.6 

5.6 

20.0 

13.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がい （n=211）

聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52）

１ 級 （n= 17）

２ 級 （n= 46）

３ 級 （n= 54）

４ 級 （n= 45）

５ 級 （n=  1）

６ 級 （n= 36）

両方とも登録している Ｎｅｔ１１９のみ登録している

メール１１９のみ登録している どちらも登録していないが、今後登録したい

どちらも登録しておらず、今後も登録しない 登録がいらないＦＡＸ１１９を利用したい

自分では通報できない 無回答

障がい者

身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみても、いずれも「「お互い様」という意識を持ちながら、見守り合い、助け合えること」が最も高くなっています。
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18.5
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3.9

3.8

6.0

3.1

2.9

3.8

22.7

2.6

39.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コンサート・映画鑑賞、スポーツ観戦等

スポーツ・レクリエーション活動

キャンプ・つり等

旅行

文化芸術活動（絵画、作品制作等）

学習活動

趣味の同好会活動

ボランティア等の社会活動

自治会・地域活動

障がい者団体活動など仲間とのふれあい

特にない

その他

無回答

視覚障がい （n=167）

聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52）

肢体不自由 （n=504）

内部障がい （n=586）


障がいのある児童でも、「「お互い様」という意識を持ちながら、見守り合い、助け合えること」が最も高くなっています。
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16.0

13.5

19.3

8.7

18.9

2.7

29.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大会や発表会等に参加できる活動場所の確保

と提供 .

参加しやすさへの配慮

利用しやすい施設への改善

家族の協力

移動手段の確保

参加を補助するボランティアの育成

活動したいと思わない

その他

無回答

視覚障がい

（n=167）

聴覚等障がい

（n=159）

言語等障がい

（n= 52）

肢体不自由

（n=504）

内部障がい

（n=586）

障がい児
「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・感謝の気持ち

・災害時の助け合い

・災害時など困ったとき

・必要だが、具体的にはわからない
・他人の生活に踏み込みすぎず適度な距離が必要

・協力や参加は任意であって、圧をかけて強制するものではないことが前提であるという認識が必要
・特にない

	知的障がい
	・自分が支援が必要な人だと理解してもらうため

・今は必要とは思わない

・自治会というシステムに頼らない方法を考えてほしい

・わからない

	精神障がい
	・生死確認
・定期的に訪問するなど、ボランティアが必要

・災害時の協力

・有事の際には必要でしょうけど、普段は必要性を感じない

・わからない

	指定難病
	・すべて

・いろいろな情報

・声をかけてもらう

・人とのふれあいが大切

・次世代の育成

・特にない

	障がい児
	・情報交換

・災害が起きたときの助け合い

・ある程度の距離を取りながら、災害時など助け合いが必要な時は助け合う

・災害時や万が一のときに、ここに障がいのある人が住んで居るということを把握してもらうこと

・家族を認識する上で必要

・お互いを知っていく、見守っていく、言いたいことが必要なときに遠慮せずに言える、相談できる

・特にない


（４）災害時への備え
災害時に備えて準備していることについてたずねたところ、「特にしていない」は、身体障がいのある人では23.3％、知的障がいのある人では21.7％、精神に障がいのある人では28.9％、指定難病患者では23.9％、手帳未所持者では31.4％となっています。
一方、準備している具体的内容としては、身体に障がいのある人では「食料や飲料」と「薬や医療」、知的障がいのある人では「食料や飲料」、精神に障がいのある人と指定難病患者では「食料や飲料」と「薬や医療」、「情報の入手手段」、手帳未所持者では「食料や飲料」と「情報の入手手段」が、それぞれ20％を超えています。なお、「薬や医療」では、指定難病患者がほかの障がい等に比べて高くなっています。（169頁参照）
図表６－14　災害時に備えて準備していること（複数回答）
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つきあいのある人がいなくて孤独

つきあいのある人が少ない

人間関係が希薄

コミュニケーションがうまく取れない

障がいについて理解してもらいにくい

関係が深くてつきあいに疲れる

その他

無回答

視覚障がい

（n=167）

聴覚等障がい

（n=159）

言語等障がい

（n= 52）

肢体不自由

（n=504）

内部障がい

（n=586）

障がい者
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3.0

25.3

9.1
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11.1
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つきあいのある人がいなくて孤独

つきあいのある人が少ない

人間関係が希薄

コミュニケーションがうまく取れない

障がいについて理解してもらいにくい

関係が深くてつ

きあいに疲れる

その他

無回答

障 が い 児 （n=414）

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみると、言語等障がいのある人では「情報の入手手段」と「電源や燃料等」が20％を超えています。
障がいのある児童では、「特にしていない」は19.6％となっています。一方、準備している具体的内容としては、「食料や飲料」が最も高く、50％を超えています。このほか、「電源や燃料等」と「薬や医療」、「トイレ」が20％を超えています。
障がい別にみると、これらの項目のほか、小児慢性特定疾病患者では「情報の入手手段」と「避難経路の確認」、手帳未所持者でも「避難経路の確認」が20％を超えています。
障がい児
単位：％

	区
分
	情報の入手手段
	避難時の支援者
	避難経路の確認
	避難生活の場の確保
	コミュニケーション手段
	プライバシーの確保手段
	食料や飲料
	電源や燃料等
	トイレ
	補装具や日常生活用具
	薬や医療
	特にしていない
	わからない
	その他
	無回答

	障がい児
（n=414）
	17.6
	5.3
	18.6
	9.2
	4.8
	3.1
	52.2
	25.4
	21.3
	10.9
	23.7
	19.6
	5.6
	0.7
	5.1

	
	身体障がい
（n=143）
	16.1
	8.4
	18.9
	10.5
	3.5
	2.1
	64.3
	25.9
	18.9
	18.9
	29.4
	12.6
	1.4
	1.4
	5.6

	
	知的障がい
（n=192）
	19.3
	7.3
	16.7
	10.4
	5.2
	3.6
	50.0
	24.5
	18.8
	12.0
	25.0
	21.9
	4.2
	1.6
	4.7

	
	精神障がい
（n= 45）
	6.7
	2.2
	11.1
	8.9
	2.2
	-
	31.1
	4.4
	11.1
	2.2
	22.2
	26.7
	24.4
	-
	2.2

	
	指定難病
（n=  2）
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	100.0
	-
	-
	-

	
	小児慢性
特定疾病
（n= 23）
	34.8
	4.3
	21.7
	4.3
	8.7
	8.7
	65.2
	30.4
	34.8
	13.0
	34.8
	8.7
	-
	4.3
	4.3

	
	手帳未所持
（n= 99）
	18.2
	3.0
	22.2
	7.1
	5.1
	3.0
	58.6
	34.3
	26.3
	11.1
	21.2
	14.1
	2.0
	-
	7.1


「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・救急車が来てくれたときに、常備薬とか保険証がどこに置いてあるかわかるように玄関の見えるところに貼ってある

・ストマに関係する装着消耗品を約１カ月は用意している

・火事にならないよう火のとりあつかいに気をつけている
・自分で普段から考えている
・グループホームで対応してもらう

・避難は諦めている

・自宅から離れられない

	知的障がい
	・グループホームでときどき避難訓練をしている

・親がやっているため、親と連絡がとれる場所を確認している

	精神障がい
	・電話

・懐中電灯
・施設がしている
・自宅での避難が必要

	指定難病
	・金銭の準備

・夜の避難のとき、職員が少ない

	障がい児
	・楽器

・どうやっても避難できないため、今後も自宅避難に向けて検討したい

・避難した先の方が危険で生命を守れなくなると思う


聴覚等・言語等障がいのある人に、音声による緊急通報が困難な人の１１９番通報の手段である（スマートフォンなどからの）Ｎｅｔ１１９や（携帯電話などからの）メール１１９の利用登録をしているかたずねたところ、「両方とも登録している」は1.4％、「Ｎｅｔ１１９」または「メール１１９」のいずれかを「登録している」は7.1％と、《登録している》は8.5％にとどまっています。また、「どちらも登録していないが、今後登録したい」が33.2％あるものの、スマートフォンや携帯電話等を持っていないことなどから「自分では通報できない」が22.7％あります。
《登録している》を等級別にみると、重度ほど高い傾向にあります。

図表６－15　「Ｎｅｔ１１９」・「メール１１９」の登録状況等
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40～64歳（n=  126）
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18～39歳（n=   14）

40～64歳（n=   18）

ほぼ毎日 週３～４回 週１～２回

月１～２回 年に数回 ほとんど外出しない

無回答
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